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B・ カ ラマ ツの保 育 試 験

t.固 定標準地によるカラマツ幼令林の生長推移と被害状況調査

青 木 尊 重 ・ 宮 崎 安 貞

今 田 盛 生 ・ 中 井 武 司

は し が き

本演習林の カラマ ツ壷林地は年々増大の・一途をた どり、本年度 までにそ の面積は770,49ha

とな り、本演習林面積の約21%を 占めるに至つ た。 そのカラマツ 幼令林 に対す る諸被害の状 況

や生 長過 程の実態を把握 するため、昭和35年7月 に拓北 ・平 保内 ・塩幌 の3地 域のカ ラマ ツ1

年 生造林地 に、計10個 の固定標準地を設定 し、その生 長過程誇よび被害状況を調査観察す る こ

とに した。

(1)調 査地 設定方法

カ ラマ ツの大面積造林地がある塩幌 ・平保内 ・拓北の5地 域 に、山腹 上部 ・中部 ・下部に分け、

それぞれ1plotず つ設定 した。ただ し平保内に誇いては上部1plot、 中 部1Plot・ 下 部2

plotを 設 定 したが、上部お よび 中部のPlotは 被 害が極めて 名 ぐ調査測定が 困難になつたため、

昭和56年 に中部Plotを 、 昭和58年 に上部Plotを 廃棄 した。 ーまた下部 に2plot設 け た事

について はなん らの根処 もない。 なk・1Plotの 面 積はO.05haで ある。

(2)測 定 方法

調査測定要素は、樹高 と直径である。 まず樹高は、樹高測定用 ポールを用いて、当初は5cm括

約 で毎木測定を行 なつたが、 しか し年 々樹 高 も伸び、 また うつ閉度 も強 ぐなつたので、昭和59

年 より10本1(1本 ずつの測定 を行な うことに した。

直径は、直径巻尺を用いて根元直径を測定 して きたが、昭和59年 より材積算出の段階に到達

した もの とみな して、胸高直径(1.2m高)を 伽 単位で測定する ことに した。

(3)測 定 結果

本年 度は昭和41年11月 に調査測定を行 なつたが、その結果を昭和42年 度 と比較 して示す

と第1表 のとお りである。



第1表 測 定 結 果

注 》NxP王ot内 本数

H:平 均樹高

D:平 均胸 高直径

また本年度の地域別平均生長量の算出結果は第2表 のと診夢であるo

第2表 地 域 鋼 平 均 生 長 量



の ・ξ 祭

鍔1表 の測定結果における全調査地 の平均値を、従 来の結果 とともに図示すれ ば第1区 の とfo

りで ある。

第1図

樹高お よび直径平均生長量

この図でみられるように、生長率に夢いては直径生長が樹高生長よりも優れていることがわか

る。 また第2表 より地域別平均樹高生長量を図示すれば第2図 のとおりである。

第2図

地域別樹高連年平均生長量



樹高生長量に論いては、拓北、平保内地域はほぼ同様な生長過程をたどpi、塩幌地域は9年 生

の現在で約 歪磁劣つていることがわかるo

っぎに同じぐ直径について図示すれば第5図 のようになるo

第5図

地域 劉直径連年平均生 長量

測 定 年 度(年)

直径生長量に慶いて もやはり樹高生長量 と同様に、拓北、平保内地域が同様O生 長過程をたど

り、塩幌地域が他の2地 域の生長量よりも約1.OCfn劣 つている。塩幌が他の2地 域より生長が劣

つている原因は、風衝論よび方位によるものと考えられる。

つぎに、山腹の上部 ・中部 ・下部別にその平均樹高生長量論よび平均胸高直径生長量を図示す

ると第4図 のようになるe



鵠4図

地 域 罰 、 上 ・中 ・下 劉

樹 高 平均 生 長 量

第4図 にみられるように、直径生長量では中部が最 も良 ぐ、上部との差は細cmあb、 樹高生

長量で も、中部の生長が最 も良 ぐ、直径語よぴ冨高とも於おむね上部が最 も悪い とみなされる。

;ら溢平倶内に於いては、山鰻の上部 。中部調査地を廃棄したので、この上部 。中部 ・下部生長量

匙較の尋象桑(は入れていなV㌔



つぎに、全道診よび帯広地方のカラマツ壷林地に対する本演習林カラマツ 進淋 地の現段階に誇

ナる地位判定を試みるとつぎのと論りとなった。

雀)

第5表 全道誇よび帯広地方のカラVツ 造林地の地位

第5表 より本演習林カラwツ 遣林地の地位を比較してみると第4表 のとおりである。

第4表 本演習林ヵラマッ造林地の地位判定

注)本 調査地ほ現在 ウ

年生であるが、金道海よ

び帯広地方の収穫表が、

10年 生からしか掲示さ

れていないため、本調査

地の本年度の生長量から

比較推定して、第4表 の

平均寓高をle年 生とし

た。



箕4表 から、本演習林 のカラマ ツ造林地 は全道語 よび帯広地方のカ ラマ ヅ告林地 の、おお むね

∬等地 か らV等 地rc位 置 している とみなされる。 しか し、本 演習林 のカラマツ調査地は9年 生で

あるか ら、あ ぐまで も推定にす ぎず・10年 生 になる昭和42年 度に、本 演習林のカ ラマ ツ造林

地の地位をさらに再検討す る予定である。

また、被害状況 については、第1表 か らわかるよ うに本年度の総枯損本数は6本 で、これ.らは

林木相互聞の競争による被圧や・風雪害等に よる枯 損が主であると思われる。

今後 も調査測定を継続 し、将来は実験 計画に基づ ぐ分散分析を行 ない、その結果に よつて本 演

習林のカラマツ 造林地 の選定資料 にす る とと もに、生長過程の実態を明らかに して合理的な保育

方法の究 明に資 したい。 なお この調査結果 は、 カラマツ収穫表作成時のデー ターとなる ものであ

る。

2.カ ラマ ツ間伐試験

本演に適合するカ ラマ ツ間伐法をみいだすため、昨年度は本演8、9林 班の16年 生カラマツ

林 に間伐試験地を設定 したが、本年度 も12月 に本演21林 班 の15年 生 カラマツ林に試験地を

設定 した。

その詳細については、本報告書の論文編に発表 したのでここでは省略する。

C・ そ の 他

1.ジ フィポツ ト育 苗試験

最近 水 ゴケ泥炭と特 殊パルプで作 られた ジフイ ポノ トに よつて、林業用苗木が育成され、育林

技 術の分野で相当の成果が認 められつつある。そ こで主 として山引苗の有効的活用の手段 として、

ジフイポットの採用を検討 してみる ことに した。

試験結果 については・本 報告書の論文編 に発表 したのでここでは省略す る。

2.下 木巣植造林試験

本試験は、広葉樹林ない しは広葉樹二 次林の合理的な経営法 として、広葉樹林 を弱度に疎開 し、

耐陰性の強い針葉討たとえばエ ゾマ ツ ・トドマ ツを植栽す る万法 を検討する とともに、また一万

エ ゾマツ・ トドマ ツの合理的な植栽法 ひいてはニ ゾマ ツ、 トドマ ツ林の合理的な造成法を研究す
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